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第
だい

２巻
かん

の学
がく

習
しゅう

にあたって
私
わたし
たちの国

くに
は、世

せ
界
かい
のどの国

くに
も経

けい
験
けん
したことのない超

ちょう
高
こう
齢
れい
社
しゃ
会
かい
に向

む
かっており、介

かい
護
ご
を

必
ひつ
要
よう
とする人

ひと
の増

ぞう
加
か
が見

み
込
こ
まれ、それに伴

ともな
い介

かい
護
ご
を担

にな
う人

ひと
の育

いく
成
せい
・確

かく
保
ほ
が急

きゅう
務
む
となってい

ます。　　

この現
げん
状
じょう
をふまえ、2018（平

へい
成
せい
30）年

ねん
、国

くに
は新

あら
たに「介

かい
護
ご
に関

かん
する入

にゅう
門
もん
的
てき
研
けん
修
しゅう
」（以

い
下
か

「入
にゅう
門
もん
的
てき
研
けん
修
しゅう
」）を導

どう
入
にゅう
しました。この研

けん
修
しゅう
は、多

おお
くの人

ひと
が介

かい
護
ご
を知

し
る機

き
会
かい
を持

も
ち、介

かい
護
ご
未
み

経
けい
験
けん
者
しゃ
が安

あん
心
しん
して介

かい
護
ご
分
ぶん
野
や
で働

はたら
くための研

けん
修
しゅう
で、本

ほん
テキストは、この入

にゅう
門
もん
的
てき
研
けん
修
しゅう
の研

けん
修
しゅう
科
か

目
もく
や内
ない
容
よう
に沿

そ
った構

こう
成
せい
となっています。　

テキスト第
だい
2巻
かん
では、研

けん
修
しゅう
内
ない
容
よう
の入

にゅう
門
もん
講
こう
座
ざ
（12時

じ
間
かん
分
ぶん
）に該

がい
当
とう
する、基

き
本
ほん
的
てき
な介

かい
護
ご
の

方
ほう
法
ほう
、介

かい
護
ご
における安

あん
全
ぜん
確
かく
保
ほ
について学

まな
びます。このテキストの学

がく
習
しゅう
を通

つう
じて、人

にん
間
げん
を理

り

解
かい
しようとする姿

し
勢
せい
や介

かい
護
ご
の奥

おく
深
ぶか
さを知

し
り、安

あん
心
しん
・安

あん
全
ぜん
につながるより良

よ
い介

かい
護
ご
の具

ぐ
体
たい
的
てき

な方
ほう
法
ほう
について理

り
解
かい
が深
ふか
まることを願

ねが
っています。
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本
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的
てき
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護
ご
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ほう
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ほう

１  人
にん

間
げん

の理
り

解
かい
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じ
分
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を知

し
り、他

た
者
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を理

り
解
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じ
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た
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り
解
かい
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あ
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解
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立
りつ
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護
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職
しょく
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し
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かい
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かい
護
ご
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し
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い
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門
もん
性
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かい
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職
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3  生
せい
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かつ
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